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１．工事損失引当金の表示について（会計基準第 20 項  項） 

 

（１） 会計基準では工事損失引当金は負債の部に計上するとあったが、未成工事支出金に対応

するものであること、営業循環過程に係わる引当金であることで、流動負債に計上すべきである。

また、受注しただけで工事に着手していない工事もあるため、必ずしも未成工事支出金と対応す

るわけではないこと、引渡しが長期に亘る工事もあるが、そのようなものでも毎期見直され工事

進行程度に応じて期首と期末が洗い替えられるので、流動負債に計上すべきと考える。 

 

（２）工事損失引当金の繰入額は売上原価に含めるとあるが、適用指針において、「契約の経緯、

特別の事情、金額の重要性等から特別損失に計上することが適当な場合もありうる」旨を記載し

て欲しい。会計基準の原則性を補うものとして適用指針があると思われる。 

 

２．部分完成基準について 

 

（質問事項） 

 

税法で認められている延払基準は公開草案の前文で否定されているが、部分完成基準はいかが

か？例えば、100 棟の建売住宅を請け負って、10 棟ごとに引き渡す契約がある場合、15 棟完成

した場合、契約単位の進行基準では進捗率は 15％（作業進捗率を使用した場合）の売上になる

が、部分完成基準を適用して１０棟の売上を計上する方が適切ではないか？部分完成基準の取り

扱いについて結論の背景等で説明して欲しい。 

 

 


